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５
月
1
5
目
か
ら
３
日
間
、
Ｒ
Ｎ

Ｎ
（
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
の
1
0
周
年
記
念
フ
ォ

土
フ
ム
が
聞
か
れ
た
。
心
か
ら
お

祝
い
を
串
し
上
げ
た
い
。

　
テ
ー
マ
は
「
現
代
世
界
の
危
機

と
宗
教
の
役
割
」
。
事
務
局
長
で

あ
る
黒
住
宗
道
氏
の
司
会
の
も

と
、
２
日
目
の
フ
ォ
圭
フ
ム
本
会

議
で
提
言
す
る
機
会
を
頂
い
た
。

　
「
物
の
見
方
や
考
え
方
が
異
な
る

人
た
ち
が
共
存
し
て
い
る
社
会
で

は
、
『
有
難
う
』
の
言
葉
が
飛
び

交
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
ぜ
有
り
難
い
の
か
。
英
語

Ｅ
に
訳
せ
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
日
本

一

文
化
の
真
髄
で
あ
る
。
『
お
か
け

さ
ま
、
お
た
が
い
さ
ま
、
も
っ
た

い
な
い
』
な
ど
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
『
お
た
が
い
さ
ま
』
の
相
互

一
扶
助
の
精
神
で
人
道
支
援
を
実
施

ま
』
を
、
宗
教
者
と
し
て
日
本
か

ら
世
界
へ
発
信
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
提
言
し
た
。

　
　
「
お
か
げ
さ
ま
」
の
よ
う
に
、

宗
教
文
化
を
背
景
に
し
て
い
る
日

常
語
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
世
界
中

の
国
々
に
宗
教
が
存
在
す
る
限

り
、
宗
教
文
化
に
裏
付
け
さ
れ
た

言
葉
の
理
解
な
し
に
、
真
の
相
互

理
解
は
困
難
で
あ
る
。
神
道
い
仏

教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど

世
界
に
は
多
様
な
宗
教
と
宗
教
文

化
が
あ
る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡
山
」

を
更
に
進
化
・
深
化
さ
せ
る
た

め
、
世
界
か
ら
若
い
宗
敬
老
が
集

う
「
宗
教
文
化
セ
ン
タ
ー
ー
」
を
岡

山
の
地
に
設
立
す
る
こ
と
を
提
言

し
た
い
。
岡
山
は
、
日
本
が
世
界

に
向
か
っ
て
多
神
教
の
寛
容
さ
を

発
揮
し
提
供
で
き
る
土
俵
な
の
で
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し
て
行
う
合
同
慰
霊
祭
に
京
教
匠

　
　
　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡
携
わ
る
支
援
者
と
し
て
参
列
さ
せ

　
山
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
頂
き
、
今
日
本
で
も
Ｒ
Ｎ
Ｎ
の

、
て
、
第
１
回
お
か
や
ま
国
際
貢
献
メ
ン
バ
ｔ
が
時
を
合
わ
せ
て
祈
り

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
を
9
4
年
に
開
添
え
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま

　
催
。
9
6
年
２
月
に
実
施
し
た
中
国
す
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
海

　
雲
南
省
大
震
災
の
緊
急
救
援
活
動
外
の
宗
教
が
加
わ
っ
た
慰
霊
祭
の

宗教文化センター
に
、
県
内
の
宗
教
者
が
宗
派
を
超
前
例
は
な
い
よ
う
で
、
地
元
副
知

え
て
協
力
。
目
Ｈ
月
に
開
催
さ
れ
事
を
は
じ
め
と
し
た
列
席
者
各
位

だ
第
３
回
サ
ミ
ッ
ト
の
第
１
回
人
に
『
祈
る
心
は
一
つ
』
と
い
う
メ

道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
で
、
Ｒ
　
ッ
ヤ
・
Ｉ
Ｉ
ジ
も
お
示
し
で
き
た
の
で

Ｎ
Ｎ
の
発
足
が
決
定
し
た
。
　
　
　
は
な
い
か
」
と
黒
住
氏
は
述
べ
ら

　
以
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
人
滋
れ
た
。

援
助
に
は
必
ず
支
援
を
し
て
頂
　
岡
山
の
精
神
風
土
は
、
医
療
、

き
、
災
害
犠
牲
者
に
対
す
る
「
Ａ
教
育
そ
し
て
京
教
に
対
し
て
感
受

Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療
と
魂
の
プ
ロ
グ
ラ
性
が
強
い
。
阪
神
大
震
災
被
災
者

ム
」
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
救
援
活
動
に
発
露
し
た
「
岡
山
は

い
る
。
黒
住
教
副
教
主
で
あ
る
黒

住
宗
道
氏
に
は
、
0
5
年
1
2
月
に
ス

リ
ラ
ン
カ
で
開
催
さ
れ
た
慰
霊
祭

と
、
５
月
2
7
日
に
あ
っ
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
ジ
ョ
ク
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
地
元
宗
教
者
と
の
合
同

慰
霊
祭
に
参
加
し
て
頂
い
た
。

　
　
「
被
災
地
の
諸
宗
教
者
が
協
力

救
援
活
動
に
発
露
し
た
い
岡
山
は

弱
者
が
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
た
時

に
動
く
」
は
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
。

世
界
か
ら
若
い
宗
教
者
が
集
う

　
「
宗
教
文
化
セ
ン
タ
土
と
連
動

し
た
「
祈
り
行
動
す
る
宗
教
者
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
の
今

後
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）
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